ケインズとハイエク (2)―アナロジーと抽象をめぐって― by 山﨑 弘之







































































































































アプローチであった。そこで moral philosophy が培われた（ケインズの時代
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（analogy）に基づいている
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原因は，人間の知性とある遠い類比
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（analogy）を帯びているらしい。
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」（カッ
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，直接知り得る対象でもない
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ように見える特別な立場に置かれている
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にわれわれの知性に存在する有効な原理からくる，非常に堅固な確実
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性を獲得しているという，信念を棄てる必要はない
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，たとえそれが凝
視する哲学の目を受け付けないとしても。」（傍点筆者）54）









イギリス経験主義の歴史を見よう。ニュートンの natural philosophy から
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かった。…」
「彼（ラッセル）の定義にしたがって ʻp が q を含意するʼ は厳密に ʻq
が真か，あるいは p が偽であるかʼ という選言命題（disjunction）と
同値である。もし q が真であるなら ʻp が q を含意するʼ は p のあら
ゆる価値において成立する。そして同様にもし p が偽であるなら，含
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，という事実に
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依存している。それに向け，われわれは知識を求めるべく何らかの他
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の命題に関係づけねばならない
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。議論の過程と推論
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れわれが始めてきた特定の知識組織に依存しているのである
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（reasoning）の結果は単にそれが真実であるということに依存してるのでは
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。」拡
張的であっても，命題間における関係が重要である。つまり，ケインズの論
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を考察することと，これらの諸事象すべてがもつ幾
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
何学的な割り当て



























































































































































Aufsaetze zur Wissenshaftslehre,Der Sinn der “Wertfreiheit” der 
soziologischen und oekonomischen Wissenschafte.1922,S.465.（木本幸造監訳
『社会学・経済学の「価値自由」の意味』日本評論社，昭和 47 年，50-51 頁）
  3）　「超越論的」とはどのようことだろうか。「超越論的」はカントに求めねばな
らない。カント哲学の全体を覆う重要な言葉である。われわれが経験に接して




おいてはカテゴリー（純粋悟性概念）であるとした。Kant,I.,Kritik der reinen 




























6）　moral philosophy は natural philosophy に対してできた言葉である。佐々木純
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